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実習病院の定若率を高める対策の 1つとしてと ってきた，県内 ・近県出身者の募集の強化と川崎看護奨学
金について，その効果をみてきた。
本学の教育目的である実践できる看護婦を育てるためにも ，実習場が教育の場としてふさわしい人的条件













本学看護科を第一看護科 (3年課程以下一看という）昭和48年 (1期生）から，昭和 55年
(8期生）までの422人，第二看護科 (2年課程以下二看という），昭和48年 (1期生）から
昭和56年 (9期生）までの 303人を対象とする。
調査方法は ，入学時及び，卒業時書類より ，分類する。分類方法は， 川崎医科大学附属病院
表 1 年度別進路状況
ぶ区 入 卒 就 職 者 人 進 未 不学 業 看 護 職 学 就看護職 職
者人 者人
川崎医大 他病院 以外 者人 者人 明人(1群） (2群）
昭応 19 18 9(50.0) 2 (11.1) 7 (38 9) 
49年 38 38 24 (63.2) 8 (21.1) I (2  6) 5 (13.2) (2) 
第
50年 49 47 26(553) 12(255) 7 (14 9) 1 (2 1) 1 (2 1) (3) 
51年 58 52 33(635) 11 (21 2) 7 (13 5) 1 (1 9) (4) 
看
52年
71 64 38 (59 4) 9 (14.1) 16 (25.0) 1 (1.6) (5) 
護
53年
64 60 34 (56.7) 18 (30.0) 8 (13 3) (6) 
科
54年
57 57 38 (66.7) 9(158) 10(175) (7) 
55年
89 86 42 (48 8) 27 (31 4) 2 (2.3) 9 (10 5) 6 (7.0) (8) 
計 445 422 
340(805) 
2 (0 5) 65 (15 4) 8 (l 9) 7 (l 7) 244 (57. 8) 96 (22.7) 
48年
24 23 6 (26 1) 14 (60.9) 3 (13.0) (1) 
49年
50 49 13 (26 5) 27 (551) 5 (10 2) 4 (8 2) (2) 
第
50年
58 55 23(418) 28(509) 2 (3.6) 2 (3 6) (3) 
51年
61 59 32 (54 2) 21 (35.6) 3 (5.1) 1 (1 7) 2 (3 4) (4) 
52年
(5) 
33 32 21 (65 6) 8(25.0) 2 (6 3) 1 (3 1) 
看 53年
17 (43 6) 
(6) 
42 39 19(487) 3 (7. 7) 
護 54年
(7) 
27 27 16 (59.3) 8 (29 6) 1 (3. 7) I (3 7) I (3 7) 
55年
10 10 6(60.0) 4 (40.0) 科 (8) 
56年 ， ， 1 (11 1) 7 (77 8) 1 (11.1) (9) 
計 314 303 
271 (89 5) 
20 (6  6) 3 (1 0) 9 (3 0) 
135 (44.6) 136 (44 9) 
（）は卒業者数に対する比率 ％ 





表 1よりみると ，一看は昭和51年入学生 (4期生）から ，定員を上回る58人の入学生があり ，
以後 9期生まで確実に増えてい る。












入 や IL 州地万 四旧地万 中 1l 地方 近柔地方 中郎地方 閲東地万 北
声？
烹
岡:1 大分 1 : 崎 愛知 I :~I 1 福井 " 1  1 |I良I f 






（期） 佑、 本崎 9b 川島 媛知 口晶根 取山 19 祁 Ii 箕歌Il 汀 木，；i 辺
昭和(4I)8年 3 16.7 I 
， 7 2 I '< 
18 I - I - - I - I 2 2 2 I“(33 3 I - -
49年
38 I 
2 6 99 992 A) 3 (9 6 
(2) I I 4 I I I 6 I I 2 I 16 42 I) 3 | l I I I 1 
50(3) 年 47 
3 6 4 4 3 7 6 < (8.5 
I 3 2 Q I,;. I A(l:tA l:tヽ 2 2 
5 941年) 52 I - -3 (5I .8 4 1・ 1 
41 (788) 3 (5.8) I (I 9) 
I - 2 - 2 - I 1i:; - 3 2IC40 4 a - - - - - -
52年 5 7.8) 5 7. 7 7 < 6 [94 
(5) 64 - I I I I I 2 I I I 3 10 2 I 31 48 4 4 - - - - 2 I -
53年
60 I -
2 (3 3) 7 (11 7 46 (76 7) 5 (8 3) 
(6) - I - 3 - 4 - 3 9 4 2 28 46 7 4 - - I 
54年 57 I (I 8) 8 (14 O) 35 (61 4) 18(228) 
(7) - - 1 - - - 3 I 2 2 I 12 2 - 20 3 I 12 I - - - - - - - - -
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県別では，県内に続き一看では，広島18.2%，兵庫8.5%，香川 4.7％が多 く， 二看では，







川崎奨学 就 職 状 況
卒業者 金受給者 実習病院
（人） （人） 実習病院 以 外 その他
昭和52年
64 37 27 10 (5) (57 8) (73.0) (27. 0) 
第 53年 29 25 1 3 60 (6) (48 3) (86.2) (0.3) (1 0.3) 
看 54年 57 24 23 1 
設
(7) (42.1) (95 8) (4  2) 
55年 27 23 3 1 
科 (8) 86 (31 4) (85 2) (11.5) (3  8) 
計 267 117 98 4 15 (43.8) (83.8) (3.4) (12. 9) 
52r 32 23 17 2 4 (5 (71 9) (73.9) (8.7) (1 7. 4) 
第 53~ 39 
10 8 2 
(6 (25 6) (20 5) (5.1) 
54年 5 5 27 (7) (18 5) (100.0) 
看
55年 3 3 
(8) 10 (30.0) (100.0) 護
科 呼(9 ， 
計 117 
41 33 2 6 
(35.0) (80.5) (4.9) (14.6) 
④ 実習病院に就職 した者 (1群）の出身府県別内訳と奨学金受給状況









二看では，中国地方74.8%(101人）である。 次いで九州地方 14人，四国地方 8人，近畿地
方 6人と なる。さらに看護婦と して就職したものに対する 1群の割合をみると，中国地方57.1 
彩，九州地方43.8%，四国地方42.1%，中部地方 31.3%，近畿地方24.0％となる。
同様に中国地方各県の比率をみると， 鳥取83.3%，島根62.5%，岡山 56.3%，広島56.0 % 
である。
一看と二看を比較すると，一看の方が県内出身者の実習病院への就職率が高い。一看は遠隔
地の九州地方と， 香川県の学生が残る率が高 く，二看は全体的にばらついているが， 鳥取県，
島根県が高い。
昭和52年以後の就職者の内奨学金を受けている者は一看では 61.2%，二看では 54.1％である。
県別にみると一看では県内が もっとも 多く70.1%，二看では岡山 68.8%，広島60.0％である。






図表 l 実習病院に就職した者 (1群） の出身府県別内訳と奨学金受給状況
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図表 2 実習病院以外に就職した者 (2群）の出身府県別内訳
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ず， 二次，三次の募集をしている。また ，昭和55年，志願者急減少に伴って ，入学者の資質低
下， 教育水準の低下をきたさない教育を したいとい う厳しい入学選抜をしている。
看護科入学生の確保をはかるため，岡山県近県への募集を強化し， さらに昭和52年か ら川崎
医療短期大学奨学金制度を，川崎看護奨学金制度に切り変えている。




実習病院への定着率も，大阪大学医療技術短期大学の場合， 44年 (58%),45年 (54%),
46年 (26%),47年 (14% ）と ，漸減煩向である。
本学も年度とと推移でみると，一看では， 48年 (50%),49年 (63.2%), 50年 (55.3%), 
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